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メテルヴYルの葡萄摘み

-rォーベルマンj第 9信の受容についてー

萩原直幸

たまたま目や茸にした鈴や小説の一筋が，それに触れた者のその後の人生を変えてしまう

ことがある.セナンクールの fオーベルマンjはじめ多岐にわたるフランス文学作品の名訳

者として知られる市原皇太がセナンクールの名を知ったのは，東京帝国大学文学部における

辰野隆教授の鱒義においてだった.以下，長くなるが後の学生時代の回想、に聴いてみよう。

辰野先生i主教卓に就くと了$にお軍事儀をされた後. ノートを銭じながら，我々の飯の位

置よりも諮苅い盤のあたりに続線を向けて講義をなさるのが常であった。そこには先生の
~?? 

含量産があるらしく恩lまれた.議義はゆっくりと旦純然とした口調て筆記し易かった.

浪漫派先騒者の一人セナンクールlま，小説 f才一ベル?ンjによって文祭史に名を列ね

る人だが，十九世紀の孤郷感を考へるとき彼を泌することはできない。スイスの山や湖や.

フランスではフォンテーヌプローの森などにS寄り歩きを愛した此のルソー直系の揚子は.

人間の思想的ならびに情緒的な孤勿を.その苦しみと歎ぴの南商に瓦り.骨髄まで微して

味lまった人であるが，辰野先生は殊のほかこ'の文按者を愛してをられた。小設の主人公が

スイスからフランスに鱒って，懇意な2震の葡萄摘みを十日あまり手傷ふー官官がある.先生

はそこを引用し，ゆっく Oと謬して行かれた。

「…・倹の手押車は鷺放題な..に濡れた11.て」ぱいの路を往復した.かうして毎日

li忘却の中に.霧の中に.葡事自に図まれ，秋の陽ざしに照らされて治き・て行った.夕方

になれば.まだ温かい牛乳の中に茶を注いて秋み，快E絡を求める世人を滑稽に思ひ，古
い付...

い生織の後ろを語主主量し，心は満ち足りて自民るのだった。倹は人生の慮祭の歓教を見て来

た.胸中には最も成大な情念の烈しい志操も.量t舎のさまざまな大関思への闘心も脇め

てゐる.…・諸諸の箇織な徳目も，信院の損益'精迭さへも考へて見る.これらすべては

僕の魂を燃え立たすことはできる.しかし満たしてはくれない.葡萄を積んで静かに押

す小きな事の方がもっとよく魂を支へてくれるのだ.この事lま僕の時間を畿やかに運ん

で行き，その節度ある歩みは，人生の家常茶飯によく会ふやうに思iまれる」

大船こ入ったとは雷へ.r一生涯，本を讃み.ものを考へて行<Jといふ志だけを弘、て

ゐた私li..際には迷ふことのみ多<.徒らに内攻して自らの無力や怨かきに苛立ってゐ
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fこ。
を‘'"そこへ『オーベルマンjの青白菊摘みの一節を数へて頂いたことは，恰も闇夜に燈を得た

。ヲ
やうなものであった。落ちついて緩くり行けばよいのだ，と私は思った.その時の静かな

歓ぴはゴチック風の古い数室のたたずまひと共に忘れることができない《九

引用された辰野の訳文は例によ って読者を稔らせる名調子である。文学部のま尊義~でそれを

筆記した市原青年もその美文に酔いしれたのかもしれない。フランス語の原文を酒脱な日本

語に移し換えるのを得意とした辰野であるが.しかし，上記の訳文にはやや硬い語句や判り

にくい表現も見受けられるのである。先ずはセナンクールのテクスト原文を，辰野や市原、の

訳文と照らし合わせて詳しく注釈してみる必要がありそうである。その作業の後に，この日

本人師弟が『オーベルマンjの一筋をどのように受容したのか，明治末期から大正時代，昭

和初期にかけて，近代日本に生きた知識人の精神史の一勧として考察してみることにしたい.

* * * 

-

a
 

きて，辰野によって引用・紹介されたテクストは，セナンクール (1770・1846)の書簡宇刷、

説 fオーベルマンJ(1804)第9信の後半部であり.手紙の発信地名から通常 fメテルヴイル

の昔自衛摘みJ<剖と呼ばれているものである。辰野訳は一見こなれているが，笑はm:、文を読めば

読むほど疑問が湧いてくるテクストなのである.少なくとも録者にとってはそうである。

以下に原文を引用する前にテクストの概観を述べておく。手紙の送り手の青年(以下，Iオー

ベlレマンJと称する)は毅類縁者から勧められた「実業家Jωnhomme d'affaIres>になる

ことを拒んでスイスに出奔し，自分の進むべき道を模索している。しかし，財産上の係争に

巻き込まれて帰国。そのような状況の中で，知人の葡萄図で摘み取りの作業を手伝うことに

なる。手紙の前半部ではその葡窃図の様子が紹介され，また官師事5機み作業をしながら心の平

安を得たことが述べられている。後半部になって実際の葡萄摘みの情景描写に移る。ここで

語られるのは E・R・クルツィウスのいう「悦楽境Jdocus amoenus>聞とまでは言えない

としても，その系譜に単じる回箇生活のトポスである。具体的に作品名を挙げると，ルソー

『新エロイーズJ(1761)の影響が感じられるし，パルザックの 「人間喜劇」の f田園生活情

景Jに収められている f谷閉め百合J(1835)への影響関係も指摘されている《九

さて，原文を以下に示すが，叙述の継続性を考慮して，市原によって再引用された箇所よ

りやや前から始める。使用テキストは市原が使用したと息われる第3版である問.第9信には

ポンクチュアシオン(句説法)を除けば諸版による異同はあまり無いが，異文(ヴアリアント)

は当該箇所の注釈において示す。説明の都合上，ポワン(.)で終わる一文ずつに番号を付し，

また，注釈を加える語句に下線を引くことにする。
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(1) Il fut decide a souper que ce raisin， destine a faire IIne pi!!ce de vin sοIlme， serait 

cueilli par no喧 mainsseules， et avec choix， pour lai蹴 rquelques jo山富主 la maturite 

des grappes les moins avancees. 

位) Le lendemain， d!!s que le brouillard fut un peu dissip毛，jemis un van sur une brouette， 

et j'allai le premier au fond du cIos commencer la r昼colte.

(3) Je la fis presque笠旦1，sans chercher un moyen plus prompt ; j'aimais cette詮旦型工;

je voyais a r句 retauelaue autrを ytravailler : elle dura， je crois， douze jours. 

(4) Ma brouette allait et re九renaitdans des chemins neglig邑set re叩 plisd'une herbe 

humide ; je choisi鈴aisles moins unis， 1es plus difficile!;， et les jours coulaient ainsi dans 

l辺込 aumilieu des註盟盟主挫， parmi 1ωfruits， au笠国d'automne.

(5) Et quand le sゅiretait venu， on versait du tM dans du lait en心orechaud ; on riait des 

hommes qui cherchent des pIaisirs ; Qn se promenait derriere de vieilles charmi1les， et 

l'on se couchait content. 

(6) J'ai刊 lesvanitesde la vi~， ~ je porte en mon caぽ I'ardentprincipe des plus vastes 

但笠笠ns.

(7) J'y porte aussi le sentiment des巨randeschoses sociales， et celui de I'ordre philoso. 

臨包盟・

(紛 J'ai Ju盟主主主旦虫控}iJ ne m'a point surpri!; ; je concois Jes y_ertus difficile5， et 

jusqu'a l'heroJsme des monast!!res. 

(9) Tout cela peut animer mon ame， et ne la remplit pas. 

(1骨 Cettebrouette Que je charge de fruits et p仰鈴edoucement， 1a soutient mi凹 x.

(11) 11 semble qU'E!lIe voiture paisibJement mes heure!;， et que c:e mouvement utile et Jent， 

cette marche mesur岳El， conviennent a I'habitude ordinaire de la vie. 

注釈

(1) 

une pj~ce de vin soignl: f符_gl)念入りの葡萄酒J(市原訳).ωnepi!!ce de vin，は fl株

分のワイン(約220リットル)J (r小学館ロベール仏和大辞典J).

(2) 

j'al必ile premier側 fonddu clos: n盤よりも英先きに跡、知の奥へ行って(牧穫を始

めた)J(市原訳).r最初にJ，r一番乗りJして.作業への意欲，意気込みが示きれる.手前

からではなく f奥jからなのは何故か.それは葡萄摘みという作業の通常の手順なのか，そ

れともオーベルマンのはやる気持ちの現れか.次の哲己迷とも関係するが.-.m: r奥Jは人間
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にとって最も安らぎを得られる場所である。

clos: i図い畑J(市原訳)。むろん葡萄畑のことである(ワイン過は ClosVougeotなど

の銘酒を想起するかもしれない)。熱した葡萄の房を侵入者から穫るという理由等により生け

垣や塀などで飼いがしてあるわけである。ところで<c1os>は語源的に「殴われた場所jを表す

が，この「闘い地Jにいる者はとりあえず安全である。中世の城郭都市しかり，修退院しか

り (ClosVougeotも元はといえば修道院付属の稲萄図である)。そこには外敵から簸られて

いるという安心感がある叫しかし，ひとたび飼い絡の外に出れば身の安全は保障されない。

才一ベルマンはこの務省5園て。束の間の平安を味わった後，もっぱらスイスやフランスで欽浪

生活を営むことになる。

(3) 

seul : i濁りきりでJ(市原訳)。単独作業に没頭し.cquelque autre> i他の誰かJ(市原訳)

がいるのを残念がるのは何故だろうか。 小麦の刈り取りや術萄摘みなど，収穫人同士で共に

味わう苦労と楽しみがあるはずであるヘ E・ドナールは f新エロイーズjや f谷間の百合l

で捕かれる集団的農作業と比較対照して.オーベルマンを 「極端な個人主義者Jと断じてい

るカ九来たしてそう言い切れるか仰。

lenteur:市原訳では「長郎、な所jとなっているが，要するに f緩慢さ，ゆっくりとした

ところJ.(11)節の<lent>iゆっくりしたjと対応している。もし一日毎:1こ収穫のノルマが談さ

れているならば.普通の収穫労働者は出来るだけ手っ取り早〈作業を片づけようとするだろ

う。であるのに，オーベルマンが念、がず「ゆっくり jとしたペースを守るのは何散か.むし

ろ彼はこの作業が早ばやと終わってしまうことを恐れているかのようだ。やはり係争中の問

題からの逃避心穫が働いているのだろうか。いずれにせよ，この 「ゆっくりjという心的態

度は市原、豊太によるこのテクスト受容のポイントになる(後述)。

(4) 

lωρlus difficiles: i一番歩きにくい{這)J(市原訳)。何故わざわさri最も閤難なj道を

選ぶのか。 (8)節のdesvertus difficiles> r困難な徳目Jとの関連を考える必要があろうが(後

述).ここでは参考までに『オーベルマンjの第91信で語られるサン=ベルナール綜越えの体
...ふ

験を紹介しておしその時，彼は九死に一生を得たのだが， i僕がもっとも生気に溢れ，自分
たうす.. 

自身にもっとも不満が少し幸福の陶酔にもっとも近かったj同(市原訳)のは，その生死を

分けた 2時間であったという。「困難な道Jが彼に生命感をもたらしたのだった。

oubli :辰野訳では「忘却J，市原訳では「空襲心J.i一切の維事を忘却し，あらゆる雑念から

解放されて無心にJということか。また，早朝から霧に紛れてぶどう棚の問を黙々と行き来

する彼の姿は，世間からも f忘れられた」存在となっているはずである。それがまた彼には

快いのかもしれない。
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brouillard， soleil: r霧jと「陽光jが並記されているのは一見矛盾するようである。しか

し.羽のうち出ていた聖書が，時間の経過とともに晴れていったととるか，もしくは，滑れた

日も霧深い日も12日開毎日欠かさず作業に出かけて行った，ととれば矛盾は解消するだろう。

いずれにしても，彼の昔師事5書留みへの熱中のほどが示されることになる。

(5) 

ここで主語が<jりからcon>に替わることが注目される.最初の3つが無冠詞のωωである

のに対して，最後だけに定冠詞が付いてcl'on~になっているのは，単に母音衝突を避けるため

であって，おそらく意味内容に異同はないだろう。いずれも近代フランス語においてcnous~

の代用として使用される(on>と考えられる。とすれば，葡萄摘みの作業自体は各自単独で行

ったのだが，作業後は集団で団然をとったということになる. ドナールに言わせると rJ波稜

の仲間は不定代名詞によって言及され，亡霊のごとき状態でしか存在しないJ<'的そうだが，し

かし，以下に見られるように，その団聖慢の内容はかなり具体的て・はある。

du lait encore chaud: rまだ温かい牛乳J(辰野訳)というのは滋め直した牛乳ではなく，

市原訳のように f狩り立ての牛乳」なのだろう。収穫労働者を慰労するため，一日の作業終

了時刻lに合わせて練学Lされたのだろうか。しかし，葡萄知で働いていながら，なぜ毎晩も(過

去の繰り返しを表す半過去に注目!)昔話萄沼ではなく牛乳なのか，という疑問が生じないだ

ろうか(11)。肉体労働者に酒が付き物であるのは，例えばゾラの小説『居沼屋jを読むまでも

なく古今の習わしである。確かに， ミルクティーという欽み物(それも砂哨入りの甘いもの)

は，丸一日葡苦首長話みという重労働に疲れた体を滋すのにはとりあえず最適な飲み物かもしれ

ない.しかしここではcdesplaisirs川初版ではcleplaisir>)との関迷を考えるべきであろう。

つまり， r紅茶入り牛乳」という健康的な飲み物仰を欽むことによって，溺に溺れるというf快

楽jへの拒否が表明されていると考えられるのだ。時代はやや異なるがゾラの『居酒屋J(1877)

で捕かれるような f病んだ都市生活jに対する「健康な田園生活Jといえば図式的に過ぎよ

うか。

仰 riait:直訳すれば「吸うのだったJであるが.辰野訳では「滑稽に思ひ」となっており，

さらに市原は f憐れに恩ひjと意訳している.すぐ上で述べたことと関述しょうが， (6)節の

cvanit吾sde la viりとの関速も考え合わせるべきだろう(後述)。

on seρromenait: r散策するのだったj。辰野訳も市原訳も「主主遁しJとなっているのは

rl日制高校的jな古い言い回しだが，図らずも古代の「主主i護学派J<'町のことが述恕される。快

楽を追求するより，仕事仲間と何か哲学的議論でも交わしたのか。またルソーの『孤独な散

歩者の夢想J(1782)も想起される。

vioilles charmilles : r古い生簸J(辰野訳)， r古いl>iJ'しでの垣J(市原訳)。必そらく寝間

関を囲むアカシデ (charme)の生け垣，もしくはトンネル放の並木道fごと忽われる.それは
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僚において自己の立場を f哲学的Jに理解しようと試みていたことが思い出される。著者セ

ナンクールも啓蒙主義の世紀の子として f哲学者たちjの著作を精力的に読み，自らも哲学

的著作を発表している問。なお，辰野訳にはこれら「哲学jに関する部分が欠けているが，

辰野自身が割愛したのか市原が省略したのか，その問の準備は不明である。

(8) 

]'ai lu Marc.Aurlle: rマルク・オーレールも議んで見たJ(市原訳).マルクス・アウレ

リウス (121-80)は古代ローマ皇帝にして後期ストア派の留学者.才一ベルマンが「読んだj

のはおそらく f省察録』のことであろう。初版ではドゥ・ポワン(: )を介して直前の文を

受け，哲学的事著作の例として挙げられている。ディドロ (1713-84)が fセネカ論J(1782) 

を著すなど， 18世紀にはストア派への関心が高まった.セナンクールのストア派への興味に

ついては J.メルランを参照(1剖。

il ne m'a point suゆ市・ fその言雪憶は倹にとって少しも不思議なものではなかったJ(市

原訳)。直訳すれば「それは僕を少しも驚かせなかった」であるカペいずれにしても， r省祭

録jの内谷が自分の思考と似通っていたということなのか。このことは次の語句の解釈とも

関逃してくると思われるので，とりあえず先に進む.

verlωdifficiles : r諸諸の困難な徳目J(辰野訳)， rいろ./""..の悶襲撃な徳目J(市原訳)。阿

訳に共通する f徳目Jとは何を意味するのか。それは，後述するように， (vertus difficiles> 

の前後の文との係り具合によって微妙に変わって〈るであろう。

Mroisme des monasares: r僧院の勇猿精進J(辰野訳)， r~Ji'tの勇猛精進J (市原訳)。

これらの訳書苦から日本中t止の勇猛果敢なf1(9兵jを思い浮かべるのは筆者だけであろうかい的。

『リトレ仏語辞典jによると<herorsme>とは<grandeurd'amりを表すとあるので，勇敢な行

為のみならず，精神の高請書きも合意することになる。要するに，ここでは修道士の献身的，

聖書欲的生活・を示唆していると考えられるロヘ

さて，ここで先ほどの<vertusdifficiles)と前後との係り具合について検討するため，第(8)

節を 3つに分け，説明のため(a)から(c)まで符号を付す。

(a) J'ai Iu 盟笠生生虫型~， !L~m'a point surpri~ ; 

(b) je concois les v芭rtusdifficile~， 

(c) et jusqu'a l'heroTsme des monasteres. 

cvertus difficiles>の前後との係り具合に関して，次の3つの解釈が考えられる{図式化して，

意味の切れ目をスラッシュ(/)で表す)。

① <Marc.Aurelりを受ける:(aXb)/(c) 

• 

1

b

i

l

i

-

-

i

i
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@ それ自体てす虫立している:(a)/(b)/(c) 

@ 吋esmonasteres>にかかる:(a)/(b)(c) 

① <vertus difficileω とは文字通り「ストイック」な「徳目jが念頭にあると考えるわけで

ある問。ただし， (a)と(b)はドゥ・ポワン(: )で結ばれておらず，むしろポワン ・ヴイル

ギュル(; )で傭てられている形になっているのが気になる。<ilne m'a point surpris puisque 

je concois les vertus difficiles>. 

@ (a)が.r-ワン ・ヴイルギユル(; )で終わっているので，いちおう意味の切れ目があると

考えるわけである。 cjeconcois les vertus difficiles， et je concois jusqu'a l'heroYsme des 

monastereω。

③ cles vertus difficiles>とd'heroYsmedes monasteres>が句tjusqu'a>という語句で結ば

れていることに注目。またfロベール仏鰭辞典jによると <heroIsme>はcvertusup岳rieurり

を表すので，詩集的にも連関すると考えるのである。 <jeconcois les vertus difficiles des 

monasteres et je concois ju珂ザ孟 l混合oIsmedes monast邑res>.

以上の3つの解釈のどれを採るか.あるいはどう総合できるか考えてみよう。後期ストア派

の哲学は形而上学というよりむしろ実践哲学{叫であるので，その代表的学者の一人マルクス・

アウレリウス(の著書)を介して(7)節の「哲学Jと(8)節の「徳目Jが接続されることになる。

さらに.その禁欲的な姿勢(態度)は修道践での生活と結ぴっきはしないだろうか。結局，

(7X8)節において，オーペルマンは彼なりに社会・哲学・道徳・宗教の世界に関心を飽き，あ

るいは野心を秘めていたことが示されているわけである。

(9) 

animer mon {ime: i僕の魂を燃え立たすJ(辰野訳)， i僕の魂を援ひ起しはするJ(市原

訳).<amのの語源はラテン誇の<anima>(生命の怠吹き)なので一種の言葉遊びとも言える。

「僕の魂を魂たらしめるjつまり「僕の魂に生命(生気)を吹き込んで，書量刺たる魂たらし

めるj。

et ne la relゆがt仰s:iしかし満たしてはくれないJ(辰野訳)， i併し満たしては呉れな

いJ(市原判。この一句によって，上の(7)(8)節て涼された社会・哲学・道徳・宗教の世界に

対するオーベルマンの関心ないし野心が結局はすべて否定されてしまうことになる.このど

んでん返しはそれなりに計算された文章排列であろう。小西鮎子は『才一ベルマンjにおけ

る<remplir>ほか「充たすJことに関わる動詞の使用を調べ，オーベルマンにおける「充実し

た生への意志Jを指摘している{問、
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(10) 

Cette brouette que je c加伊 defruits et pousse doucement: r者間を積んて・静かに抑す

小きな率J(辰野訳).r葡萄を積んで障害かに押して歩くあの手事J(市原訳)。オーベルマンは

「葡萄Jを指すのに.(1)節において<raisin>の穏を使用した後は<fruits>r収穫」で通してい

る。一つには18世紀特有の擬古典主義的語法かもしれない。けれども<fruits>はまた「果実・

成呆jをも意味する。日々の坦々とした労働が少しずつ f成来jをもたらすという事実を図

らずも確認することとなる。

la soutient mieux : rもっとよく魂を支へてくれるのだJ(辰野訳).rもっとよく魂の支へ

になって呉れるJ(市原訳入手押し率を f支えるJはずの「僕jが逆に手押し事から(魂を)

f支えられるJという逆転の構造。

)
 

1
 

1
 

(
 

elle voiture paisibl，側 entmes heures: rこの率は僕の時間を穏やかに運んで行きJ(辰野

訳).rこの率は僕の時間をおだやかに遂んでくれるJ(市原訳).すぐ上で取り上げた文と同

じで.r侠が手押し;車を運ぶjのではなく「手押し車が僕(の時間)を運ぶjという構造。ま

た.<paisiblemenbは第9信前半部にあるωnepaix plus profondりと照応しているだろう例。

ce mouvement utile et len!: r人の役に立つしづかなこの動きJ(市原訳)。一義的には

葡萄の収穫と速機の作業を手伝い，・侮萄劉所有者の知人を手助けしたことを表すが，さらに，

この f極上の葡苦苦滋」が誕生日や婚礼なと・特別jの宴席に供され，それを飲む人々を幸福にす

るとすれば，それはまた「人の役に立つjことになろう。『庁ーベルマン』における<utile>と

いう単絡の使用に関して拙稿「無用の人オーベルマン仲l.mJ参照日町。 clenb'ま既述したよう

に<Ienteur>と呼応、している。

cette制 作hemesuree : rその節度ある歩みJ(辰野訳).r節度のあるこの歩みJ(市原訳)。

訳文としてはそれこそ節度があり悪くないだろうが，笑態としては規則正しく足を絡み出す

行進幽(marche)，ニ拍子のリズムを示しているのではないか.一歩-t久着実に歩みを進め

て行くこと。なお，初版では指示形容詞ではなく所宥形容詞を使用(<sonmouvemenb. <sa 

marche功。 (10)(11)節においてぬrouettω.<voiture(r)>.αnouvement>. <marche>という単語

が f手押し車jを中心に有機的に構成され，レトリカルなテクストになっている。

habitude ordinaire de la vie : r人生の家常茶飯J(辰野訳)， r人生の家?哲茶飯の慣ひJ(市

原訳).(6X7)(8)節で述べられた<vanitesde la viりや<grandescho鈴 ssociales>， <vertus 

difficiles>， <h吾roismりと いったものと対比される。日常の生活.日々の歩みの意義を再発見

すること。

テクストの注釈は以上である。
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* * * 
では次に，なぜ辰野隆が『オーベJレマン』の葡萄摘みの一節を裁義で紹介し.またそれを

聡簿した市原E皇太が感激したのか，その辺の事情を上の注釈と絡めて維祭してみることにす

る。その際，当時(明治から大正.昭和初期)の時代状況におけるエリー卜背年たちの軌跡

を描いたE.H・キンモンスの f立身出世の社会史j附の記述が，辰野や市原の言動と奇妙に

{あるいは当然)符合し大いに参考になるので，この容を適宜参照することにしたい。

東京帝国大学仏文科初代教授，辰野隆(1888-1964)は今日ではもっぱらポーマルシェの『フ

ィガロの結婚jやエドモン・ロスタンの fシラノ・ド・ベルジュラック』等の快活な戯曲の

訳者として知られているだろう。出口裕弘によると， 2年間のフランス留学中はもっぱら芝

居を観て図っていたそうであるロ円。帰朝後も fフィガロの結婚jなどの戯曲を使って言語設の

授業をしたが，議畿の方の題包は 「十九世紀フランス文章基思潮」であり，主として 「浪漫主

義時代の孤繍感の解設jを行なったという{刷。出口の著書においてはもっぱら人生を泡歌す

る人という イメージが強調される辰野であるが，学位論文の対象はむしろペシミスティック

な詩人ボードレールであった。またセナンクールについてもエッセーを書いており，その中

でセナンクールとボードレールとの「相似Jについて誇っている問。彼も心のEまではある孤

独感を味わっていたのだろうか。笑は彼も明治時代後期にま案出した「煩悶青年Jの世代に属

するのである(3的。ちなみに1903(明治36)年，彼が15歳という多感なはずの時期に，一高生

藤村操が11ii厳の滝で投身自殺を遂げている。

ところで，辰野の父，金吾 (1854-1919)は，明治維新という日本にとってはフランス大革

命に匹敵するような大変革の時代を生き抜き， i立身出世jを地で行<i成功背年jの一人で

あった(31)。すなわち.小海唐津港の微縁の武士の次男から身を起こし，東京大学工科大学長

まで登り詰め，中央停車場(東京駅舎)や日本銀行本庖などを設計して当時の f社会的大事

業J<grandes choses socia!eω に参画しているのだ。後年，息子の隆は「親爺~i家を建てる

のが尚ー貨で，僕は家を演すのが商資だJ<32)と冗談めかして述べることになるが，r人生の虚栄

の数数J<vanit邑sde la vie>を子どもの自でつぶさに見てきたことだろう。日清，日露.第一

次世界大戦と日本が目まぐるしく発展していく時代にあって，帝大卒は誰しも日本という国

家を背負っていくエリ ー トという自負があったはずである いJ'yporte aussi le sentiment des 

grandes choses socialesふ)。ところが辰野隆は， 1913 (大正2)年 7月，東大法学部を卒業

したものの，父殺の伝手で紹介された銀行への就職を辞退して附，同年9月，文学部に湾入

学，フランス文学の道へ進むのである。出口の推量によれば.そこには上回敏や永井荷風の

影響があるという{刊。またキンモスの時代状況理解によると，商学歴者の増加1に伴って伝統
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的立身出世が筋書盟しつつあり，それに対する代償として哲学 ・宗教への興味が高ま').また

文学が流行したという問、青年たちの関心は国家の問題より文学や自我の発見へと移ってい

しともあれ.辰野隆は従*の窓味での「立身出世JIま拒否したわけである.

次に市JJ，(~太 (1902-90) であるが，彼は海寧将校を父に本郷で生まれている.高等師範学

校附属小学校・中学校，第一高等学校と鰍闘に進み.文科丙類でフランス絡の世界に殺しむ側。

さらにすんなりと帝大仏文科に進むわけだが，育ちの良い彼にはごく自然なコースだったの

かもしれない.ところで彼が大学に学んだ1920年代は.第一次世界大戦後.経務ブームが終

わりを告げた不況とデフレの時代である.鋭戦に不利な文学部への志願者は停滞するのだが叫，

そのようなゆで彼が法科ではなくあえて文科を選んだ理由はrr一生涯，本を餓み.ものを考

へて行<Jといふ志だけを抱いていたjからであろう.しかし，大学に入ったものの f模索

と初後J側の日々が過ぎてゆく.彼も遅れてきた「煩隠脊年Jであったのが"3.そのような中

で彼の人生を決定づけるような運命的な出会いがあった。辰野教授の郷畿の中でのセナンク

ールのテクス トとの出会いである。このことは時代を経て繰り返し述べられ.それが市原に

とって決定的な経験であったことを物跨っている。先ず初めて言及されるのはエッセ-r内
的風景派J(1939)の中である.rこれは嘗て教室で聞き感銘を受けた一節だったJと前環き

した後，その当該箇所を紹介し.着目萄摘み作業の f無心Jの意味について跨っているf州。次

に.岩波文l議 fオーベルマンJ上場 (1940)の 「解説jの最後に rrメテルヴイルjの葡萄鏑

みの-~肋吻jみつけた印象は，その1;時の自分の焚東ない心持と結ぼれたま、，叉あの古い

数室の潟象と繋がったま、.~勝に永〈消えることが出来ない.J (p.15)と記している.さら

に，本稿口頭で引用した「辰野隆先生J(1971)では「主主ふことのみ多<.従らに内攻して自

らの無力や般かきに苛立ってゐた」と述べていたのはすでに見たとおりである.r党東ない心

持H迷うH内攻H無力H怨かさj。いずれも背年期に特有の，多少とも抽象的な穏が誕ん

でいる。ところが.5帯淡録 「良師良友に思まれてJ(1985)になると.rその時に紘は大学の

仏文科にはいったのだけれども.いったいこれからさきどういう風に人生を生きていったら

いいのか，たいへん迷っておりました.J川と，ずいぶん明快である.鱗淑ということもあろ

うが.晩年の澄明さとでもいうのか，街いや気取りの無い表現となっている.大学生の市原

が抱えていた問題は，重要するに，フランス絡でいかに f食べてjいくか，といってしまえば

身も益もないが.しかしやはり切実な問題ではあった.上で見たように.市原の学生時代.

ただでさえ日本の社会状況は労し〈なく，彼にも十分影を落としていたであろう.ましてや

当時フランス絡で f身を立てJていくのは並大抵のことではなかったはずであるt叫.そのよ

うな中で市原は辰野教授の鱗幾の中で昔日高b・摘みの一節と出会い.r闇夜に灯を得たJのである附.

ところで.このテクストの何が市原を感動させたのかというと，結局そこから 「落ちつい

て緩くり行けばいいのだjという教えを得たことであったt叫.自分が滋んだi道を地道に，完E
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笑に歩いていくこと。才一ベルマンは f僧院の勇猛精進Jに理解を示したが.現代の修道院

ともいうべき，四方に塀が張り巡らされた大学という建物の，これまた四角い教室の中てベ叫，

わが市原青年は日頃より敬愛する先生から葡萄摘みの一節を教えられ.静かな歓ぴに従えら

れた。教室という幸福な「闘い地Jの中で思い浮かべる，葡萄濁という幸福な「囲い地Jの

情景。

この14歳違いの師弟が共有するもの，それは辰野は大学教授を，市原は海軍将校を父に持

つという，恵まれた生い立ちだけではない。この「煩悶青年J世代の飾と遅れてきた「煩悶

3青年jの弟子は，フランス文学への情熱という.戦前の日本においてはそれこそ「餓烈jた

らざるを待ない「志操jにおいて結ぼれている。法科を出て高級官僚になり，エリートとし

て日本という国家を背負っていくわけでらもない。実業の遂に入札利益を追求するわけでも

ない。人々の役に立つ社会事業を興すわけでもなければ，哲学者や道徳家や宗教家附になる

わけでもない。世間からはあまり顧みられることもなし困難な進 (deschemins neg!iges. 

difficilesりになるかもしれないが，それでも，フランス文学の悶仰は分け入札穏や戯曲や

小説という「来笑Jをー房一房.手ずから摘み取引48)，味わい，年月をかけ丹精込めて訳し，

日本語作品として醸成させ.熟成させること。時にはそれ自体が貴重苦6t:こる香りを放つ文学作

品の趣を呈することもあるかもしれない((9)0 市原笠太は『オーベルマンjの官邸萄摘みの一節

に触れて，こらから一読書人としてフランス文学作品を読み，錫訳し，紹介し，研究してい

こうと決意を固めたのではなかったか。この一文は，やや大げさにいえば彼の文学への信仰

告白として読めるのではないだろうか。

しかし葡萄摘みという行為をいささか文学的営為への比町誌に当てはめ過ぎたかもしれな

い。突のところ市原がフランス文学一筋に生きるには，ある試練と挫折が必要であった。彼

は東大を卒業したのち浦和高校にフランス語教授の職を得，次いて」高に招聴されて自分の

後量産たちにフランス諾を教えるかたわら Iォーベルマンjを翻訳.その上巻が岩波文康に収

められる.しかし，日本は戦争への道を進み，下巻の翻訳は中断側、敗戦後，彼は「どうに

もならぬ気持から師友の諌めを肯かず家族の反釣を無税してj('l)一高教授を善幸し，奈良県の山

合に引っ込んでしまう.以前から国留生活への憧れもあって，とうとう 「箇い地Jの外に出

たのである但的。かの地で農作業に従事するかたわら地元の脊年逮と勉強会を開いたりするの

だが，しかし「わづか二年で夢は破れ，おめおめと東京の準校へ再び餓る羽目になったP'到。

彼が初心に帰ったかのようにフランス文学作品を次々と絡カ的に翻訳してゆくのはそれから

のことである"へ

奈良の地には市原が簿迭した万葉歌碑が今でも巻向川のほとりに立っているはずである科的。
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(1) 市原盤太「辰野隆先生J.r内的風景派J(文章善春秋.1972. 1977)所収.p. 212-213. 

(2) A・モングロンはセナンクールの伝記研究の結果. cMeterville>を.ViIlemetrie，のアナグラムと

推定している (AndreMONGωND. Le Journal inti間 ed'Obemuln. Grenoble， Arthaud， 1947. p. 165-

p.171).録者はかつてパリの北東にあるヴアロワ地方をサイクリングがてら「現地調査jしたこと

がある.. Villemetrie>の標織を f発見jした時は狂喜したカヘ 高迷道路A1号線沿いにあって専の

喧しい何の変哲もない土地であった.セナンクールのテクストとの港差! とれもf魔法の地理学J
のなせる楽だろうか(稲生永 f魔法の地理学一 フランス文学紀行J(白水社. 1980)参照). 

(3) エルンスト・ロベルト・ 7)レツイウス『ヨーロッパ文学とラテン中世j(南大路復ー他訳，みすず

m:.o. 1971， 1991). p. 281-p. 286. 

似) Jean.Herv是DONNARD，.Balzac inspire par Senancour?， in L 'Annee balzacienne， NO 8 ， Paris， 

PUF， 1987， p. 192-p. 200. 

(5) Etienne・Pivertde SENANCOUR， Oben叩 nn.edition critique par Gustave Michaux， t. 1， Paris， 

Cornely， 1912， p.52市原が観訳した『才一ベルマンJ上君事(岩波文勝.1940. 1986)の「解読Jに

は使用テキストへの言及がないが，当時一般に流布していた版は第3版であり，訳文もそれに沿って

いると思われる.辰野の使用テキストについても同じことがいえる.

(6) しかし外界より隔てられていることから閉塞状況に陥るおそれもある.刊Ios(...) Se tenir clos 

et couvert， se tenir en lieu de sOrete， et aussi etre peu communicatif.' (Le Littre.Beaujean). 
注側とも関連する.

(7) i伝統的にブドウの収機は.その年のブドウづくりの終わりを意味し，楽しい行事が行われた.蒼

当面ーたちはお祭りに積極的に参加した(後目的.J (マルセル・ラシヴェール『ワインをつくる人々J(拳

闘争L維釈，新評論.2001). p. 329) 

(8) DONNARD. Op. cit.， p. 193 : dndividuaIiste a I'extreme>. rオーベルマンJ~前例言には友人らとと
もに軍事摘みを楽しむ情景が印象的に術かれている.

(9) <je fus le plus anime. le moins mecontent de moi.meme. le moins eloigne de J'enivrement du 

bonheuf>， Obe仲幅削，edition critique par Gustave Michaux， t. rr， Paris， Hachette， 1913， p. 244. 

(1的DoNNARD，op. cit.， p. 193 : .Ses compagnons de vendange n'existent qu'a Iモtatde fantdmes， 
evoques par un pronom indefini>. 

(11) r収穫が始まると，錐もが畑のブドウを採って食べる.2盤もがブドウ液を飲んでみたり，圧邦銀場

の新しいワインを味わってみる.維が.それを祭じたりするだろうか?J (ラシヴェール，上t~•• 
p. 331.) rワインを飲ませることなく健康な収穫人を働かせるなどということは，いかに過去の時代

の人にも到底考えられなかったろう.J (同書.p.324) 

(1却普通は<verserdu lait dans du the>というところを<versaitdu the dans du laibとしているのは

「牛乳Jが主体なのだろう.ところで，セナンクールのテクストと直接には関係しないが，市原豊

太が敗戦前後微年間についてまとめた図想録「山磁の家jの中に次のような記述が見える.r昭和十

一年，二 ・ 二六事件の少し後だったが.~時すでに三年近〈病臥してゐた亡望号の紙;許で，いっその

ことこれから何廃か図舎へ引込んて'酪農をやらうかと彼{市原のこと =筆者注)は考へた.家人に

臓を患はれて見て，この病気がどれほど臼本に蔓 1'). 多くの人を受はせてゐるかを今夏のやうに知

り.それは日本人の食生活から来る滋賀の劣惑さに基いてゐるので.牛礼パタ，チーズを多〈綴

れば海防も治慾も出来ると思った.J (上掲 f内的風景派j所収.p.409). r拷り立ての牛乳Jという

訳語には市原の個人的な感慨が込められているように患われる.

(13) r哲学・思想事典j(岩波l!}庖， 1998)の 「アリストテレスjの項によると，彼は f335年にアテナ
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イに戻り， リユケイオンに学留を開<.散歩しながら議論したことから『主主遜学派 (peripateikoi)J 

と呼ばれたJ.また，岡本兵の「ぺりパトス学派Jの項によれば.第 3代学頭ストラトンf以後のリュ

ケイオンは，アリス トテレスでは形市上学が中心であった哲学の脱中心化が一挙に進行し，人生の問

題を主たる関心とする学留となった.J 
(4)荻原直幸 『無用の人オーベJレマンω-Obern叫nにおける utileと inutileの対立ーJ.r岡山大

学文学部紀要j第28号.1997， p. 133-p. 144. 

(15) r宏、操Jの語義iまf広毒事苑1によると「守って変えぬ志.堅いみさおjなので，弟子は師の訳語に

対してそれこそ 「堅いみきおJ を立てているわけである.しかし今日では「彼は定、銀~回な男だj と

いった表現にかろうじて残っているのみで，務そのものは今や死言語と化してしまった貌がある.

(1骨 『小学館ロベール仏和大鮮典』による. との穏畿での用例として・ devrai principe des mobiles 

interieurs de I・homme>，Obe仲間仰， t. 1， Lettre 1， p. 6. ちなみに同辞典によると h複数て'">(個

人，集団の)道徳的規範，主義.信条;徳操，徳義Jとある.この務義での用例と して:<Unhomme 

qui， sans s'etre fait des principes， se trouve seul avec une femme， ne se met pas a raisonner ses 

devoirs>， Obermann， t. 1， Lettre XLII， p. 178. (ボーJレド体による強調は祭者)

(1時 限山内es抑 rla nature T丹・mitivede {'homme (1799)， Libres mMitati・仰sd'，附 solilaireinc，抑制

(1819). 
010 Joachim MERLANT， $enanco帆却問ie，son auvre， son i1!ρ'uence， Geneve， Slatkine Reprints， 

1970， p. 55-p. 61 : <Le stoicisme de Senancour>. 
(1冊 「勇猛精進jなる結句は辰野険のお気に入りなのか. {庄の随怒「日本人(二)J (1938)にも見える.

rf巽はー方に現在のドイツの省走塁と勇猛精進とに深努の敬:なを払いながら(後露骨)J (T辰野隆随筆全

集2 え・びゃんJ(福武軍事庖， 1983)耳元収， p.158) 

。崎 ドナーJレは f谷間の百合Jに見える官邑glesmonastiques>という跨勾との類似伎を指費者している

(DONNARD， ot. cil.， p. 193).規律にIIIJった労働と黙惣と祈りの生活.

。1) いうまでもなく.<stoYque> r克己的なJは時toicien>rストア派のjと関連している.また，以下

を参照:<J'ai connu l'enthousiasme de宮 vertusdifficiles ; dans ma superbe erreur， je pensais 

remplacer tous les mobiles de la vie par ce mobile aussi illusoire. Ma fermet邑stoiquebravait 

le malheuT comme les passions ; et je me tenais assur是d'etrele plus heureux des hommes， si 

j'en etais le plus vertueux.>， Obe円nann，t. 1， Lettre IV， p. 28. (ポールド体による強調は鋒者)

ω 「中期以降のストア派は.ポセイドニ才スを除いて，その関心を倫理主学に，さらには笑践の漫鎗に

限定してゆく.J (上ぬ『哲学・思想、事.J，rストア派jの項)

(23)小凶鮎子 rOben叩 nnにおける時間の重みJ，rフランス言語フランス文学研究j第33号 (1978).. 

p.28以下参照.

(24) <En effet， je ne chercherais pas pour les plus beaux jours de ma vie une paix plus profonde 

que la $ecurite de ce court intervalle.> Obe1明 ann，t. 1， Lettre IX， p. 51. 

ω 荻原直望書 『無用の人オーベル?ン側一 Obermanにおける utileとinutileの対立-J.r関山大

学文学部紀~J m30号， J998， p. 195-p. 208. 

同 f無用の人才一ベルマン的-Obermanにおける utileと inutileの対立-J.T岡山大学文学

部紀婆1 第32~・. 1999， p. 169凶 p.180.
(2~ E.H.キンモンス『立身出世め社会史ーサムライからサラリーマンへJ(広田照幸他訳，玉川大学

出版部， 1995) 
ω 「渡仏前， rシラノ・ド・ベルジュラックjをべらんめえ潟で翻訳したこの淡劇愛好家は.ソルボン

ヌでの講義などを放り出して，劇場から劇場へ渡り歩(.J (出口裕弘f辰野隆 日仏の円形広場l(新

潮社， 1999) p. 77) 
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1210 r，レヰ・t.Jナといふ郷1則的な文験研究者の鎗文にsふ所が多い，と先生は級初に雪lまれた.J (市原
ft太 「辰野隆先生Jp.212). rルネ・カナのお文Jとは ReneCANAT. Une Fonne du mal du siicle;・

Du Sentimblt de Ia solitude marale chez Ies romantiques et les pamω針酔ISを指すものと忽われ

る.同Sの復~J~ (Geneve， Slatkine. 1967)で内容を確怒したところ，セナンクールや 『オーベル

マン』への言及はあるが.rメテルヴィルの葡萄摘みJの引用は無い.おそら〈辰野が「発見Jして

彼自身感銘を受けたテクストだったのだろう.

ω 「先駆セナンクールJ.r辰野険距gflt金集3 フランス文芸芸閑談j(福武o庖. 1983)所収. p.61. 

0唱 「傾向青年jに関してliキンモンス，上郷省， 6n多照.

01) 出口硲弘.上f司書f.p. 16-p. 45. r成功青年Jについてはキンモンス，上縄線" 5掌参照.

~市原笠太 「辰野隆先生J p. 211. 

ω ..類から勧められたE提案=まになることを短んだオーベル?ンの姿を努係とさせないだろうか.また，

以下を参照.r東大仏対物 生みの現であられた飲辰野先生は新入生に卒量産後総車置の公算きわめて小

なることを訓示せられ.r鰍君は虚業の徒である1と度々言っておられた.J (山田爵「虚業の後一仏

文進学者諸君を迎えてJ.rフランス文学万継餓J(白水栓. 1994)所収. p. 154) 

(4) 出口裕弘.上掲型1'.p.53. 

ω キンモンス，上f品曾.p. 207-p. 219参照.例えば.r彼{高山樗牛=筆名'注)はトラピスト修道僧

を指して.riii食名和jの外に人生の楽地を求め得たる彼等I主宰ひなる電車』という.J (1司..p.214) 

GQ r今まで英語をやってきたから今度は他の外国絡をやろう.フランス諮を第一外国語とするクラス

にはいろうということで.文科丙類というのにはいqました.J (市原豊太f良飾良友に恵まれてJ.
fフランス文学とわたしJ(平凡社， 1985)所収， p.41) 

01l r東京帝大文学部への志願者は一九二0年代の半ばから停滞していた.J(キンモンス.上錫愈 p.269)

ω 市原の東大仏文二年生在学中の1924(大正13)年理事から一年間の日記妙のま!Ui1.r綴猿と初後一わ

が~き日の自民J (東和;払 1952) . 説望書の感~や日々の雑感などが認されている.

(9) ただし，同じ一衛生でも磯村畿の縁合は人生とは何 (what)であるか 「不可解Jとしたのに対し

て.市原は一高時代.新しい外国鰭であるフランス憾の世界に触れ，パルザックの小鋭等の荷白きを

犠能したようである.r東京にある娩星中学という学校に，たくさんのカ トリッ タの神父きんの先生

がおられて，その先生の一人がアンベルクロード先生です. (中略)そして， 二年生の時にパルザッ

タの疫細小鋭をテキストとしてお使いになりました.r田舎の医者Iという長舗で，むろん一年間に

全部読むことはできませんでしたけれども，しかしそれ以来継はパルザックという作家カ¢すばらしい

人であるとしみじみ痛感いたしました.J (市原盤太「良師良友に恋まれてJp. 41).問題はむしろ大

学に進んでからであり.以下に見られるように.いよいよ人生をどのように (how)生きるか悩むこ

とになる.

ω 「これらのいはぱ内的省第の否定は彼等の魂の後震の一つの到塗勤だら うと忽はれる.世帯し，(fド

ミニッ ク』に怠けるよ うに=筆者注)薪を銭で縫いたり. (fオーベルマンjにおけるように=筆者注)

葡萄を摘んだりする無心の仕本に.~い歓ぴを見出すといふそのこと自身，彼等の内的風景派たる本

領が依然として失Iまれてゐいないのをま宣明するものではないだらうか.J (市以箆太「内的風殻派J.
『内的風景派1所収. p.46) 

(州市原良太「良飾良友に1M.まれてJp.43. 

ω 「辰野きんは，つねづね.仏文科へ入って〈る学生たちに，おい，仏文なんか出たって食えねえよ，

事記事院は絶無と覚悟しておけ， と放言する毒撃があったそうだ(後略)J (出口，上千奇書. p.l72). r英文

科や独文科の羽費量りの良きはたんに骨量IJIJtに支えられたものにすぎず，英語やドイツE置が日本の西洋化・

厳重量化に必要な雲路として認められている鎗泉にす容ない.それに対して.フランス絡は近代日本に

おいて.r文学J.つまり凶2震の干渉を受けない，あるいは留家の窓図に反するもう一つの西洋化を代
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獲していた(と自負されていた).J (高岡理恵子『文学部をめぐる翁い一教着陸主義・ナチス・!日制高

校J(松鎖社. 2001) p. 135-p. 136) 

ω 「闇夜に灯Jとはありきたりな犠えであるが，彼のお好みのイメージのようである.r一方に『こよ

なき明るきjがt庁4あればこそ，それの飲Itてゐる時を我々は噌〈淋しく恩ふのであって.フロマン

タン It小説f ドミニック』の中に.これを迦軍事王~~.が間をおいてキラリと錫〈光をま立ち.さkにE普〈

なるのにたとへている.又これは.一方で人聞の理想がお〈なればなる程.他方に人聞の現貨の惨め

きを~<集えるといふζ とにも関聯している.J (市原笠太r~き甲斐についてJ. f内的風景派Jii骨収.

p.ω} 

ω キンモンス.上.-t3W.7. r章者しい世代の新しい領値観Jの特に 2節「過大な野心の『冷却JJ参

照. r彼(沢柳政太郎文部次官=型襲名f~主) It日本の膏年が自分の将来に隠して過大な期待を灼いてい

ると考えてお1).大学卒業者でさえも緩慢でささやかな出世しか望まないイギリス人ーと沢柳はみ

ていたーのように教育されるべきだと主張していた.もし生徒たちが f大に:uに鑑みjたならば，

彼らは『初めから大きな期待をせず唯着々として己が聡務に勤勉せねばならぬ事を獲信jし.煩悶に

陥ることはないだろうというのである.J (同.. p.228). r祖母沢栄一{中略)も地道な努力の重要性

を強調しつつ.r殊に自己が;tC宅貫通に応じて全力を傾注して歩一歩.段一段と進歩の軌道をたどって

主主け1;(，信用といふものがついて期せずして求めずして，白から怠身出世といふことが出来るjと述

べている.J (儒j・f.p.231). r倹(新渡戸稲造=筆者注)がnに修獲法を裁くに当っても.我4が平

凡なる日々のZ置を尽すに.必要な心豊島を述ぷるを目的とするので，ー臆して笑強豪傑の鍾舞をなし.

六ケしい司" i止め喝采を受ける司Eを目的とせぬ.J (問書， p.232に引用).以上.傍点、による強"は

すべて筆者.
すb'・"

(.~ rコンドル郷土の設計に成る文占拠部のコ・チック風建築は燃に忘れられない.vr-煉瓦に自の角右を俊
a .， 7 :l民

ひ.正面の大きな三角形の切裂にはそれ一杯の事fli形意匠がついてゐた.この美しい建物は.正面を

入って斜め;e;に進んだ奥にあったが.そこへ行〈までの問は甥の老衡を幾本も組込んだクローヴ7の

"" i.'fる商事庭になってゐた./建物の中に入ると.此11の教室はみな~が厚<. il錫色の織の理事自板が張

られて.絵艇ながらどっし Oと務付いた感じだった.J (市原皇太 f辰野隆先生Jp. 212) 

附 ただし.市1瓜は来い頃からf法li経j等の仏典に続しんで旬、たし，晩年には術館録の注釈告も精し

ている Cf無縁・正受(日本の御鰭録15)JZ再餓社. 1979). 

仰 オーベルマンは衝萄図でf人生の家常茶飯Jの憲議を再援箆したが.市原が特に愛好するパルザγ

クの写実主義戸l、践には多くの『日常茶飯事jが措かれている.ゾラらの自然主義小践にあってはなお

さらそうである.キンモンスによると.日本の近代文学においても，例えば樹木刷独歩は「煩問青年

と成功管年の両方を.一人の悩める人閃の内に合わせもつ発~な小宇宙的存在だったJが.彼iま「後

の自然主義者と問機に，日常生活における茶飯$と悩みこそ文学の其健だと独断的に信じていたJ(上

掲嘗， p.212). 

側 ここでいう「栄笑の摘み取りJ，すなわち外国文学作品の rmみ取りJ1こも.実際の葡萄繍み作業

におけるのとiIった意味で「無心Jが必裂ではないだろうか.

ω rr三人の乙女j一 フ ランシス・ジャムの.ため息のでるほど奨しい短編である. C中略}市原.Q太

釈で"/J、主主など仏文邦訳史上空前の名訳と考える.その市原釈の『オーベルマンjー 仏のセナンクー

ルのBa衡のお簡砂j、畿で，この宕波文庫二巻が，合.庖でも減法高い.安〈ても一巻が千五百同前後

している.J (岩!Jj淳一郎 f絶版文庫発銀ノートJC背弓社， 1983) p. 10) 

ω fだとへ完成しても到底当時のt止に出せるものではなかったし，又秘自身，飢釈をつづける気持に

なれなかった.この戦争がどんなに無謀でも.苦しくても.国民の一人として.悔カしなくてはなら

なかった. (中略)明治の教育を受けた者として.これは自然の心忍であった.J cr才一ベルマン』下

治(岩波文庫. 1959. 1986) rあとがきJp.330) 
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e;1) 市原笠太 f山i1iの家Jp.400. 

側 闘い地にいる者11外界から爾てられているため閉塞状況に陥ることがある.i満洲事型軽以来， 日本

のl!!!る逃が事毎にあやまってゐることに線ぎす~;震の不安，憂慮がいよいよ波〈なって来た時期に.

た、・誇修を教へてゐることが，火山の上の舞跨ではなくても.~くらゐに思はれて不満だった.もと

より大きな仕事のできる柄ではなく，世の片憐に生きるニとが佐に合ふと言ひながら，その生き方が

小さいなりに何か大きな滋に添ってゐないと彼は愉しくなかった.J (i山総の家Jp.409). また.市

原はそのことについて多くを跨っていないが(i昭和+九年のはじめ頃.~.校の状態もいよいよ苦し

くなってゐた.夙に支那事型軽の末期から，年繊の穆生は健かながら召集を受けて戦地に赴いてゐたが，

今やその霊堂は次第に鑓えて来た.J (i山際の家Jp.410)).一高の生徒や卒業生を少なからず戦地で

喪った心の痛みが辞職の遠因になったであろうことは懇像に緩くない.彼自身の弟もトラック島で戦

死している.

ところで，一衡の同僚でドイツ穏教授の竹山道雄(1903・84) は fピル?の~~J (1948)の著者と

して知られているが，高田理恵子によれば，彼はこの小説を書くことにより戦地に散っていった}高

生を僻んだのだという(上ぬ讐の f学校小説としての『ピル?の霊~JJ の掌参照).一歳違いの市原

と竹山は懇意だったらしく，戦争末期から戦後にかけて.-iItの国文学の教授らが巻いた歌仙に一緒

に飛び入りしたこともある仲である{この連歌は「時局三吟jと題されてインターネット上で公開さ

れている (2001Jf10月4日現在).http://homepagel.nifty.ccim/k.kitagawa/3gin.html) .市原の

帰京を竹山も望んでいたという (f山康の君主Jp.491). 

ω 「山蔭の家Jp. 400. 

e;4) 戦前に宕主主文庫から出していたフロマンタンの fドミニックjを含め.r才一ベルマンJのほかに

患いつくものを挙げてみると.デカルト f舎簡集J(尖訳).ラ・フォンテーヌ f篤話J.パルザック

「ベアトリックスJf捨てられた女J.ブルースト fソドムとゴモラJ(共訳).ジャムf三人の乙女J.

ヴアレリー「カイエ篇J(共訳).マチエ fフランス大革命J(共訳)等々，文学作品にとどまらず哲

学や康史にまで及び枚挙にいとまない.かつての仏文学者にはこのようなことが可能だったのだ 1

(55) r巻向の山溢響みて行〈水のみなあわの如し世のひと吾はJ(巻七.1269). f人生の無常を水浴にた

とえているJ(桜井満)とされる締本人麻呂のこの歌に市原が託した心境のほどは，ある程度維祭き

れ得ょう.
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Vendange a Meterville 

- sur la reception de la Lettre IX d' Obermann -

N aoyuki HAGIW ARA 

Un passage d'un roman francais fut l'occasion d'un ev邑nementdeterminant entre un 

ma!tre japonais et son disciple. 

Toyota IcHIHARA (1902-90)， le traducteur japonais d'Obermann， eut connaissanc巴dece 

roman epistolaire de Senancour en assistant comme etudiant aux cours sur le roni.antis. 

me francais donnes par Yutaka TATSUNO (1888-1964)， premier titulaire d'une chaire de 

litt邑raturefrancaise a l'Universite de Tokyo. Ce dernier insista surtout sur le sentiment 

de la solitude morale chez les ecrivains de l'epoque romantique et cita entre autre un 

passage de la Lettre IX d'Obermann. Il s'agit la de la recolte de raisins et l'expediteur 

de la lettre y raconte comment il connut une paix profonde pendant les vendanges. Ce 

passage toucha immod吾rementle jeune邑tudiantjaponais qui hesitait alors sur le chemin 

a prendre : il se d吾cidaa marcher <<lentement>> dans le <<c!os>> de la litt邑raturefrancaise. 

Il entreprendra la traduction en japonais de ce roman， dont la premiere partie sera 

publiee des 1940， et qui ne sera achev吾equ'en 1959， apres l'epoque troublee de la seconde 

Guerre mondiale. Il devint ainsi le presentateur au ]apon de ce roman peu facile a lire 

et meconnu meme en France. On peut y voir un cas heureux de la reception outre.mer 

d'une auvre de litterature francaise. 




